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＜自民憲法改正推進本部の論点整理後の発言＞ 

自民党の船田氏  「首相は 2段階論。2段階の改定があってもいい」 
  自民党の船田元衆院憲法審査会幹事は 1日の宇都宮市での講演会で、憲法 9条改正を巡り、安倍

首相は 2度の改正を経て、戦力不保持などを定めた２項を削る「２段階論」が念頭にあるとの見方

を示していました。そして、21日夜のＢＳフジ番組では、「当面、現実論に立脚して国民投票に堪

え得る改正を行いたい。機が熟せば、2回目には 2項を削る形で理想論を求めていく 2段階の改定

があってもいい」と述べました。 

船田氏の発言には、削除案支持派に一定の配慮を示しつつ、まずは 2項維持で意見集約を急ぎた

いとの思惑があると見られています。 

日本共産党小池書記局長 論点整理は「認められない」、 

そして船田発言に「頭隠して尻隠さずだ」と批判 
 日本共産党の小池晃書記局長は 22日、自民党の憲法改正推進本部がまとめた改憲の論点整理に

ついて、「いずれも断じて認められない中身だ。こんなものを発議することなど許されない」と述

べました。 

 小池氏は「9条 2項を残しても自衛隊の存在を書き込め 

ば、2項は死文化し、海外での無制限の武力行使に道を開 

く」と指摘し、その上で、自民党の船田元・憲法改正推 

進本部長代行の 9条の「2段階」改憲に言及していること 

にもふれ、「ねらいははっきりしている。頭隠して尻隠さ 

ずだ」と批判しました。 

 自民党が創設をねらう「緊急事態条項」について、論点 

整理では「政府への権限集中や私権制限」または「国会議 

員の任期延長」などを規定すべきとの意見が書き込まれています。これについては、「災害対策な

ら現行法でできる。戦時独裁体制を想定したものに他ならない」と指摘。戦前も戦争に突き進んで

いた 1941年に国会議員の任期延長法が成立したことにもふれながら、「全体として海外で戦争をす

る国に向けた改憲だ」と厳しく批判しました。 

 小池氏はさらに「教育無償化の話も、いまの憲法には教育の機会均等が明記されている。参院選

の合区解消も、１票の格差・投票価値の平等をいうなら、比例代表などの制度にすればいい。改憲

なしでもできる話だ。ためにする議論としか思えない」と述べました。 

希望の党玉木代表 「二者択一で決める話でない」と批判 
希望の党の玉木雄一郎代表は 21日、憲法改正の論点整理を了承した自民党を批判しました。玉

木氏は 9条改正を両論併記としたことに関し、東京都内で記者団に「議論が煮詰まっていない。簡

単に二者択一で決める話ではない」と述べました。併せて、９条改正に慎重な公明党を念頭に「与

党の一翼を担う公明党と自民党の調整も注視したい」とけん制しました。 

立憲民主枝野氏・民進大塚氏 「拙速な見直しはいけない」等と批判 
 立憲民主党の枝野幸男代表は日本記者クラブでの記者会見で「まず安全保障関連法の違憲性をはっき

りさせ、違憲部分を撤回する。それなしに（議論は）進みようがない」と強調しました。民進党の大塚
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耕平代表は会見で「われわれは建設的に憲法改正を議論すべきだとの立場だが、拙速な見直しはいけな

い」と語りました。 

 

こんな総理いらない！  

軍事費膨らみ生活しぼむ 2018年度政府予算案 
 安倍政権が 22日に閣議決定した 2018年度政府予算案は、歯止めのない大軍拡への危険な一歩を

踏み出す一方で、生活保護や医療・介護など社会保障ではサービスの削減と国民にいっそうの負担

増を押し付けています。安倍首相が総選挙で公約した「幼児教育・保育無償化」も先送りにするな

ど国民の願いに冷たく背を向けた予算案です。 

米の要求うのみ、米国製武器を大量購入 軍事費大増額 
 北朝鮮の核・ミサイル開発問題を利用し、日米同盟を絶対視してトランプ大統領による米国製武

器の大量購入要求にそのまま応じる安倍政権のもとで、大軍拡が加速し、軍事費は過去最大を更新

しました。 

① 北朝鮮情勢に対応するためとして、弾道ミサイル防衛 

関連経費は 1365億円に。陸上配備型迎撃ミサイルシス 

テム「イージス・アショア」導入のため地質測量調査費 

や基本設計費など 7億 3000万円を新たに盛り込みました。 

② 「島しょ防衛」を理由に、将来の敵基地攻撃能力保有の 

布石となる、長距離巡航ミサイル「ＪＳＭ」の取得経費 

21億 6000万円を計上。「高速滑空弾」や「対艦誘導弾」 

の技術研究費も計上し、攻撃能力の向上を狙います。 

③  米国製の高額兵器の購入もさらに膨張。米国からの有 

 償軍事援助（ＦＭＳ）に基づく購入額は 4102億円と、2017年度から 506億円も増えました。 

   昨年、今年と墜落事故が連続した垂直離着陸機オスプレイ（4機 393億円）、Ｆ３５Ａステルス

戦闘機（6機 785億円）、無人偵察機グローバルホーク（147億円）などを購入。イージス艦に搭

載する能力向上型の迎撃ミサイル「ＳＭ３ブロック IIＡ」の取得に 440億円をつけています。 

  「イージス・アショア」は米ロッキード・マーチン社製で、日本の戦闘機に搭載するため 3000

万円の調査費が盛り込まれた射程 900キロのミサイル「ＪＡＳＳＭ」「ＬＲＡＳＭ」も米国製。

導入が進めば、米国製兵器購入額がさらに増大します。 

④「地元負担軽減」を口実に基地強化などを図る分の「米軍再編関係経費」は、17年度比 150億円

増の 2161億円で過去最高。沖縄に関する特別行動委員会（ＳＡＣＯ）関係経費が 51億円、米軍

「思いやり予算」が 1968億円と、米軍関係の三つの経費を合わせた額は 4180億円に達しました。 

⑤住民の反対の声が上がっているにもかかわらず、南西諸島への自衛隊の増強を進め、警備部隊配

置のため鹿児島県の奄美大島の施設整備に 156億円、沖縄県の宮古島の施設整備に 261億円を盛

り込んだほか、同県の石垣島の用地取得経費などに 136億円をつけました。 

⑥2019年度以降に支払いが生じる新たなツケ払い（新規後年度負担）額は、2兆 1164億円となり

ました。 

  このように「戦争する国」づくりに向けて、特定秘密保護法、戦争法、共謀罪法を強行成立させ、 

さらに憲法 9条改憲をすすめようとする安倍政権は、アメリカと一緒に海外で戦争するために、実 

戦に向けて、トランプのいうままに米国の武器を買い、軍事費を増大させています。国民の生活を 

苦しめ、政治を私物化し、軍事優先の政治を推進する安倍首相には辞めていただくしかありません。 

野党各党 歯止めのない軍拡に走る予算」等と批判 
立憲民主党の長妻昭代表代行は談話を発表し、敵基地攻撃に転用可能な長射程巡航ミサイルの導 

入関連費を「日本が堅持してきた専守防衛の観点から精査する」としています。また、民進党の足

立信也政調会長も「国会での議論もなく唐突に計上され、論点や問題点は多い」とする談話を出し

ました。日本共産党の小池晃書記局長は記者会見で「国民の暮らしに冷たいアベノミクスを推進し、

歯止めのない軍拡に走る予算案だ」と批判しました 
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各地のとりくみ 
神奈川 県内各地で 3000万人署名・宣伝行動 
 神奈川憲法会議浅川壽一事務局長の報告によりますと、神奈川県内で全国 3000万人署名が旺盛 

に取り組まれ、学習会も開催され、安倍 9条改憲阻止に向けたとりくみが広がっています。 

 神奈川での全国 3000万人署名のとりくみでは、12月 16日に桜木町駅前で、ユナイトと憲法共 

同センター合同で署名と宣伝行動が取り組まれ、24筆の署名が集約。民進党真山参議院議員、共産 

党あさか由香予定候補が訴えました。また、西湘市民アクションは「9の日行動」を 11月 9日に小 

田原駅前で 50人が参加して行い、150筆を集約。さらに、11月 18日には川崎市中原区の中原革 

新懇が武蔵小杉連絡通路で署名行動を行い、43筆集約。12月 9日には横浜駅で共産党神奈川県委 

員会がヒバクシャ国際署名とあわせて宣伝行動を行いました。このように全国 3000万人署名行動 

が県内各地で展開されています。 

                   また、横浜市鶴見区で 11月 29日に「安倍９条改憲 NO!

市民アクション」として、太田伊早子弁護士、田崎基神奈

川新聞記者を招いて学習会を開催。12月 10日には「安倍

９条改憲 NO!大和市民アクション」が高田健さんを招いて

学習会を開催。さらに小選挙区７区（横浜市港北区・都筑

区）の会が立憲民主党の中谷一馬議員の国会報告学習会を

開催するなど、多様な形で憲法等についての学習会が開催

されています。  

                   さらに、宣伝行動は、桜木町駅前、小田原駅前、武蔵小 

杉駅連絡通路、横浜駅前など、県内各所で実施されています。12月 16日のユナイト・憲法共同セ 

ンタ－合同宣伝での真山氏とあさか氏が一緒に訴えましたが、12月 9日の藤沢駅前「不戦の誓い」 

では立憲民主党の安倍知子議員、日本共産党の畑野君枝議員が挨拶するなど、市民と野党、野党共 

闘による宣伝行動が展開されています。 

そして、12月 10日には、桜木町で「ICANノーベル賞おめでとうパレード」が行われました。 

     

千葉 第 2，第 4火曜日昼に千葉駅前にて街頭宣伝・署名 
千葉県憲法会議の田村陽平事務局長は、3000万人署名のとりくみについて、次のように報告して

いただきました。 

全国 3000万人署名については、千葉県憲法会議・共同センターを構成する各団体が目標を立て

て取り組んでいます。千葉土建は職場，家族や友人，顧客にも裾野を広げ署名集めるとともに、

取引先にも署名を要請しています。   

憲法会議・共同センターでは、月１回程会議を行って、各団体の取り組みを確認しています。 

宣伝行動では、第 2，第 4火曜日昼に千葉駅前にて街頭宣伝・署名を行っています。構成団体か

ら一名 5分程度スピーチしています。毎回 20～30筆集まっています。憲法会議・共同センターで

は、毎回の宣伝後特徴的な反応を出し合って、次の宣伝に生かしています。 

 

千葉市・緑区民の会行動 若い人たちの反応が強く、29人の署名と 1万円余のカンパ 

千葉市・緑区民の会（戦争させない！9条壊すな！総がかり行動・緑区民の会）は 17日、ＪＲ鎌

取駅周辺で、「安倍 9条改憲ＮＯ！3000万の声を政府・国会に」と総がかり行動を行いました。 

若い人たちの反応が強く、1時間ほどで 29人の署名と 1万円余のカンパが寄せられました。近く

のビルから署名を持って来た人もいました。 

地域の草の根の 9条の会、年金者、婦人、青年組織、市民連合など各団体・個人や政党から 28

人が参加。リレートークで協力を訴えると、師走の街のあちこちで対話の輪ができ、「寒い中がん

ばっていますね。ぜひ広げて」と激励の声がかかりました。 

 

 

共産党畑野議員らも奮闘！ 


